
特性表� 表8TAF‐2

特　　　　　性� 単　位� 数　値�

空  気  圧  調  整  範  囲�

最 大 許 容 ラジ ア ル 荷 重�

最 大 許 容 スラ スト 荷 重�

慣   性   モ   ー   メ  ン  ト�

質 　　量�

最  大  許  容  回  転  数�

最 大 許 容 曲 げ モ ーメント�

（1N≒0.102kgf）�

寸法表� 表8TAF‐1

型　式� 遮断トルク調整範囲�
（N・m）�

L
（mm）�

X
（mm）�

kPa

N

N

N・m

r.p.m.

kg

kg・m2

200～500

10290

14700

372

400

7.4

1.6×10‐2

8TAF-25K 120～250

200～400

36

37

1.6

2.5-40K

エアスプリングタイプ8TAF
8TAF寸法図�

図8TAF‐1

トルク特性図� 図8TAF‐2

1.　締結要素の選定と取扱いが適正でないと、所期の性能が得られな
いことがありますので充分注意してください。�

2.　取付ボルトの長さは、取付タップ深さを確認してから決定してください。�

3.　空気圧を解放した場合14.7N・m以下のトルクで簡単に伝達を解放
できます。�

4.　エアの供給については、取付軸の中心にエア管路を設け、右端面よ
り10mm位置にエア供給口（4キリ穴）を設けてください。尚、Oリング
が傷つかないようエア供給口はR面取をしてください。�

注意事項�
過負荷が作用すると、過負荷検出パネルがXmm移動します。
この移動を利用して、検出スイッチを用い、運転の制御をしてく
ださい。�
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A

C

E

No. φd

φd CφD1

30H 7

32H 7

35H 7

38H 7

40H 7

45H 7

50H 7

30H 7 17

32H 7

35H 7

36H 7

40H 8

〃�

19

-32H 7

-35H 7

-38H 7

-40H 7

-45H 7

08TAF-30H 7

-S 384447

-S 404547

-S 455252

-50H 7

38H 7

40H 7

45H 7

44H 8

45H 8

52H 8

〃�

〃�

〃�

〃�

〃�

-S 323644

-S 354047

32H 7

35H 7

36H 7

40H 8

〃�

〃�

〃�

47

52

30H 7 35H 7 5744

コード No.

コード No.

φd CφD3 コード No.

35H 7 08TAF-S 303517 B 0

-S 323617 B 0

-S 354019 B 0

-S 384419 B 0

-S 404519 B 0

08TAF-S 303544

38H 7 44H 8 〃�

40H 7 45H 8 〃�
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図8TAF‐3軸穴形状�

（注）上記コードは標準的な穴加工例です。取付軸長さ    とシュパンリングのセット数により、穴グリ深さC   
　　が決まります。�

（単位：mm）　表8TAF‐3軸穴形状コード一覧表�
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※締結要素2setおよび圧着フランジが必要な場合は、右記コードNo.の末尾にAOを
　付ける。�

※締結要素および圧着フランジをセットして出荷致します。�
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